
 

令和５年度果樹農業生産力増強総合対策における 

花粉確保に係る緊急支援について 

（中国における火傷病の発生を受けた対策） 

 
令和５年 11 月  

農産局果樹・茶グループ  

１ 趣旨 

 中国国内における火傷病の発生を受け、本年８月、中国産のなしやりん

ご花粉の輸入が停止されたことにより人工授粉用の花粉が不足すること

で、農業経営や生産量への影響等が懸念されることから、令和５年度果樹

農業生産力増強総合対策のうち果樹緊急総合対策支援事業により、国産花

粉を確保するための緊急対策として「国産花粉緊急確保実証事業」を実施

することとする。 

 

２ 支援策の概要 

【国産花粉緊急確保実証事業】 

（１）概要 

翌年度の開花期に必要な人工授粉用のなし及びりんご花粉を緊急的

に確保するため、産地が一体となって実施する、果樹の剪定枝等を活用

した花粉採取技術の実証等に要する経費を支援する。 

（２）事業実施主体 

指定法人（公益財団法人中央果実協会） 

（３）支援対象者 

 都道府県、市町村、ＪＡ、民間事業者、産地協議会等 

（４）支援対象経費 

花粉を確保するための体制構築及び実証に必要な以下の経費を定額

支援する。 

① 花粉の緊急確保の取組検討や産地内・産地間で花粉を融通する体制

の構築のための検討会、花粉採取技術研修会の開催、需要量等調査等 

（会場借料、旅費、謝金、資料印刷費、通信運搬費、消耗品費等） 

② 花粉採取実証に係る剪定枝の収集・保管・開花促進処理、剪定枝の

処分、花の採取、花粉の採取・精製、データ分析等 

（労賃、運搬費、加温等設備の利用料、花粉精製機等機械・設備のリ

ース導入費、備品費、資材費、委託費等） 

 



翌春用の花粉を緊急的に確保するため、産地内や産地間で花粉を融通するなど産地が一体となった花粉確保の
のための体制構築及び剪定枝や未利用花等を活用した花粉採取技術の実証等の取組を支援。

緊急的な花粉生産実証（剪定枝等の活用）花粉確保の体制構築

剪定

剪定枝

産地内の各農業者

剪定

剪定枝

開花

収集

剪定枝を収集し、
JA単位や県単位
で集約。

人工授粉用花粉

ハウス等での加温（1月～3月）

花採り、葯取り、
開葯、精製、貯蔵

花粉

開花期（4月）より前に
人工的に開花させる

JA、都道府県等

花粉精選機果実をつけない
部分の花を花粉
用に提供

開花期の早い品種

剪定

剪定枝

授粉 農業者に分配

個人間や産地内、産地間
における花粉の融通を可能
とする体制づくり等を検討

① JA、都道府県、市町村、
事業者等関係者による花
粉確保の体制づくりのため
の検討会の開催

② 産地における花粉の需要
量・生産量・生産可能量
を調査

③ マッチング手法の検討
④ 技術研修会の開催 等

果樹産地全体での緊急花粉確保対策（令和５年度国産花粉緊急確保実証事業）

産地内で必要な花粉を早急に確保するとともに、花粉の需給状況を把握・融通することが可能に

（冬に実施）

（来春に実施）


	R5当初_国産花粉緊急確保実証事業_概要
	R5当初_国産花粉緊急確保実証事業ポンチ絵
	スライド番号 1


